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提案③ :市役所に遠隔手話通訳システムを導入する 

自由記入欄： 

私は、千代田区からつくば市に移住する際、子どもの保育園の転園手続きについて、何度も何度も市

役所に電話で問い合わせをし、それができることが当たり前だと考えていました。 

しかしながら、今回のご提案内容を拝見し、聴覚障がいのある方にとっては、それができることが当

たり前ではないということに気づき、ハッとさせられました。 

私が電話で行っていた問い合わせを、すべて市役所の窓口まで赴いて行わなければならないとすれ

ば、その負担はあまりにも大きいものです。 

ウェブ会議ツールを使用すればご提案の内容の実現はそこまで難しくないでしょうし、かつ、その実

現によって聴覚障がいのある方が得られる利益は非常に大きいと思われるため、ぜひつくば市で実現

できるよう力を尽くしたいです。 

 

提案④：改正バリアフリー法に基づき、つくば市のマスタープラン・基本構想を作成する 

自由記入欄： 

つくば市のマスタープラン・基本構想を作成することにより、実際に街が変わるのか（作成すること

自体にどれだけ意義があるか）をはかりかねております。 

街のバリアフリー化を求める市民（障がい者に限らず、高齢者やベビーカーユーザー等も含む。）が

集まって意見を出し合い、改善策を提案すること自体にはとても価値があると思いますが、その手段

としてマスタープラン・基本構想を作成することがベストなのかをまずは検討する必要があると思い

ます。 

したがって、①ではなく②と回答いたしました。 

 

 

提案⑤：避難行動要支援者の個別避難計画の策定を進める 

自由記入欄： 

災害時に市民の命を守ることは行政の非常に重要な役割であると考えます。 

その役割を適切に果たすためにも、避難行動要支援者の個別避難計画の策定は急務であるため、ご提

案の実現に向けて尽力いたします。 

 


